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１．柏崎刈羽原子力発電所６,７号機の
適合性審査の状況について
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3新規制基準適合性審査について

柏崎刈羽原子力発電所では，福島第一原子力発電所の事故を教訓に，何層もの
守りや備えで原子力安全を追求しています

•消防車，電源車等を配備して訓練開始 （平成23年4月完了）

•ガスタービン発電機車等の配備 （平成24年3月完了）

•代替熱交換器車の配備 （平成25年3月完了）

•防潮堤を設置 （平成25年6月完了）

•淡水貯水池及び送水ラインの設置 （平成26年7月完了）

安全対策について，原子力規制委員会に客観的評価をいただくこ
とが重要と考え，平成25年９月27日に６，７号機の新規制基準
適合審査を申請しました

これまでに７０回（地震・津波審査が１６回，プラント関係審査
が５４回）の審査が行われています < 8/２６時点 >
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44事故の教訓と新規制基準

設計基準対象施設

重大事故等対処施設

■福島第一原子力発電所の事故の教訓

海水ポンプ

配
電
盤

蓄
電
池

非
常
用

発
電
機

 

外部電源受電回路強化              

開閉所の 
津波対策              

 

外部電源受電回路強化              

開閉所の 
津波対策              

外
部
電
源

①地震により
外部電源喪失

②津波により所内
電源喪失・破損 重大事故への

備えが不十分

③冷却機能喪失
↓

④炉 心 損 傷
↓

⑤水 素 発 生
↓

⑥水素漏えい
（格納容器破損）

⑦水 素 爆 発地震・津波という
単一の原因で
安全機能※が
一斉に喪失

地震・津波の想定引き上げ

電源の信頼性向上

火災防護対策の強化・徹底

自然現象の想定の引き上げ
（森林火災・竜巻・火山を新設）

内部溢水対策の導入

炉心損傷防止対策

格納容器破損防止対策

放射性物質の拡散抑制対策

意図的な航空機衝突への対応

津波浸水対策の導入

緊急時の対応手順・体制整備

指揮所等の支援機能の確保

■新規制基準について
＜新しい規制基準＞

※原子炉を「止める」，「冷
やす」，「閉じこめる」機能

単一の原因で安全機能が
一斉喪失することを防止
（重大事故の発生防止）

重大事故が発生しても対処
できる設備・手順を整備

テロへの備え

福島事故の教訓

地震・津波
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5

層
目的

（重要機能）
設計ベース

《深層防護各層の設計要件と主な対策（津波等の外的事象中心）》
新たにDECとして追加した領域

欧州では従来からDECとしていた領域

機能強化の方向

対策を講じる上での方針(各層・各機能の対応能力の厚みの向上)

各層の設計ベース状態に対し、それを超える状態として
「設計ベースを超える状態」＝「設計拡張状態（Design Extension Condition：DEC）」を設定。

深層防護（①発生防止、②拡大防止、③炉心損傷防止、④影響緩和、⑤発電所外の緊急時
対応）において、設計ベースと設計ベースを超える状態を考えます。
設計ベースと設計ベースを超える状態のそれぞれにおいて対策を講じます。
多重性よりも、多様性、位置的分散を重視します。

※設備の設計条件なので第１層～第４層を記載

第1層 異常発生防止

津波の例：設計津波に対し全交流電
源喪失の発生を防止し、後段各層の
安全機能の喪失を防ぐ

津波の例：対津波用の設備の異常を考慮し、ある
程度の建屋内浸水があっても、重要区画内の設備
の機能喪失を防ぐ、 重要区画からの排水を行う

第２層

第３層

第４層

事故への
拡大防止
(止める)

炉心損傷防止
(冷やす)

炉心損傷後の
影響緩和、
放出抑制

(閉じ込める)

全交流電源喪失＋動的機器
の単一故障

冷却：
減圧：

従来の設計ベース

格納容器と格納容器を防護する設備の機能とを併せて、長期にわたる土地汚染及び制御
できない放射性物質放出を防ぐ

従来のアクシデントマネジメントで整備済み

長期全交流電源喪失に対し、

多様又は多重の設備で対応

冷却：
減圧：

設計ベースを超える状態（DEC）
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6地震と津波等の審査状況

◆審査会合は、2015年8月26日までに16回行われています。

◆ 追加地質調査に関わる現地調査は、計３回行われています。
（1回目：2014年2月17,18日 2回目：2014年10月30,31日 3回目：2015年３月17日）

◆至近の審査会合では、2015年8月7日に火山影響評価等について説明させて

いただいています。

主要な審査項目 審査状況

地質・地盤

敷地周辺の断層の活動性 実施中

敷地内の断層の活動性 実施中

地盤・斜面の安定性 今後実施

地震動 地震動 実施中

津 波 津波 実施中

火 山 対象火山の抽出 実施中
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：発電所に影響を及ぼし得る火山

火山の審査概要（1/2）

番号 火山名 敷地からの距離(km)

10 黒岩山 62
11 苗場山 66 
17 妙高山 74 
18 志賀高原火山群 75 
19 新潟焼山 76 
22 新潟金山 78
23 黒姫山 81 
24 燧ヶ岳 81 
26 志賀 83 
29 沼沢 86 
31 飯縄山 87 
32 草津白根山 90 

発電所に影響を及ぼし得る火山の一例

：約1万2千年前以降に活動を行った火山

7

 発電所の周辺にある８１ヶ所の

火山から影響を及ぼし得る火山

として３２ヶ所を抽出し，影響

を評価しました

160km

約258万年前以降に活動を行った火山を抽出

柏崎刈羽原子力発電所

30km
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発電所
溶岩流

火砕流

マグマ

火山灰

8火山の審査概要（2/2）

 火山が噴火した場合にも発電所の安全に影響がないことを確認しています

距離が十分遠い

換気系のフィルタ
交換などができる
ように備える

万一を考慮し･･･

火山との間にある
丘陵などによって，
敷地は守られている

降灰の影響は厚さ
30cmとシミュレー
ションで評価
建屋への影響はなし
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9プラント関係の審査状況

主要な審査項目 審査状況

設計基準

対象施設

外部火災（影響評価・対策） 実施中

火山（対策） 今後実施

竜巻（影響評価・対策） 実施中

内部溢水対策 実施中

火災防護対策 実施中

重大事故

等対処施設

確率論的リスク評価 実施中

有効性評価 実施中

解析コード 実施中

制御室（緊急時対策所含） 実施中

フィルタベント 実施中

◆審査会合は、2015年8月26日までに54回行われています。
◆2014年12月12日に原子力規制委員会による現地調査が行われています。
◆至近の審査会合では、2015年8月25日に重大事故等対策の有効性評価等について説明させて

いただいています。

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28

◆また、8月6日の審査会合において、今後の適合性確認の進め方として、柏崎刈羽６，７号機
に集中して審査していただける旨の説明があり、当社としては、これを真摯に受け止め、引き
続き審査にしっかりと臨んでまいります。



1010重大事故等対処施設（概要）

高圧代替注水系

消防車

触媒カートリッジ

電源の強化

ガスタービン発電機

電源車

格納容器破損防止，水素爆発防止

フィルタベント

代替注水手段の確保

静的触媒式
水素再結合装置

 あらゆる組合せで安全設備が同時に故障することを考え、新たに設置した設備

や手順で有効に対処できることを確認しています

 約1,500機器の故障等を考慮し、約600パターンの事故進展を、確率論的リスク評価

（PRA）の手法により分析して、対策の有効性を評価
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２．柏崎刈羽原子力発電所の近況
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 炉心損傷を防止するため、格納容器内の水蒸気を排出するとともに、万一炉心損
傷に至った場合に、格納容器内の水蒸気や水素がフィルタ装置を通過する過程で
、放射性微粒子を99.9％以上取り除き、原子炉建屋屋上より排気します

 操作が必要な弁は、事故時にも遮蔽壁の外側から操作可能にします

12

主排気筒

ドライ
ウェル

原
子
炉

圧
力
容
器

サプレッション・
チェンバ

他系統へ

フィルタ装置

地表面

遮蔽壁
圧力開放板
（低圧）

遠隔操作装置

圧力開放板
（低圧）

原子炉建屋

付属棟放射線モニタ

水
素
濃
度
計

・

放射線モニタ

水素濃度計

遠隔操作装置

水素濃度計

よう素
フィルタ

よう素
フィルタ

耐圧強化ベント
地上式フィルタベント
地下式フィルタベント

フィルタ装置
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～土壌汚染の主原因となる粒子状の放射性物質を除去します～

フィルタベント系統の概要
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～安全性を向上させるため、継続的に改善を進めています～

更なる安全対策の実施

 安全性を向上させるため、継続的に改善を進めています

（1）希ガスの放出低減／ベント回避

◯事象発生から25時間後のベント実施

←訓練実施，運用の見直し（P.1４）

◯事象発生から38時間後のベント実施（希ガス放出低減）

←代替循環冷却系統の設置（P.1５）

◯ベント実施の回避

（2）よう素の放出低減

◯格納容器内の水のアルカリ制御（P.1６）

◯よう素フィルタの設置（P.1７）

（3）更なる安全性向上のための地下式フィルタベント（P.1９）
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 訓練による力量向上や運用面の改善で、ベントに至る時間を伸ばしました

 格納容器ベント実施時期の延伸 ：約25時間 ⇒ 約38時間

⇒これによって希ガスの減衰がさらに進み、放出量が低減される

格納容器ベント実施時期の延伸による希ガス放出低減

ガスタービン発電機起動訓練の様子

 ガスタービン発電機をより速やかに使える
ようにして，原子炉へ早期に注水
（事象発生後120分 ⇒ 70分に短縮）

 貯水池からの水補給を強化し、格納容器を
冷やす水の枯渇を防止
（復水貯蔵槽への補給水量を

毎時90m3 ⇒ 毎時130m3に増加）
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 代替循環冷却系を新たに設置し、格納容器を冷やして圧力上昇を抑制すること

で、ベントを回避できるようにします

格納容器ベントの回避

S/P：サプレッションプール
RHR：残留熱除去系
SPH：サプレッションプール水排水系

復水
貯蔵槽

原子炉へ

ＲＨＲ
ポンプ(B)

RHR
熱交換器(B)

①へ
外部
接続口

①から
代替熱交換器

廃棄物処理建屋

S/P，SPHへ

復水移送ポンプ

RHR
洗浄水
ライン

炉注水

格納容器
スプレイ

代替循環冷却系
（新規設置部）

原子炉格納容器

S/P

圧
力
容
器

主蒸気逃がし
安全弁

格納容器圧力で
S/P水を送水

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28



16

薬液タンク

復水移送ポンプ

復水貯蔵槽

アルカリ
薬液

アルカリ制御

原子炉格納容器

 格納容器内の水をアルカリ性にすることで、気体状よう素の生成量を抑え、

よう素の放出量を低減します

格納容器ベント実施時の影響軽減対策（1/2） アルカリ制御
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17格納容器ベント実施時の影響軽減対策（2/2） よう素フィルタ

吸着塔

•銀ゼオライト吸着剤に、よう化銀として捕捉

格納容器
より

放出口へ

製造の様子

 放射性物質のさらなる放出低減のため、よう素フィルタを設置します

 フィルタ装置通過後の気体状よう素（有機よう素）を98%以上除去します

約３ｍ

約
３
ｍ

ガスの流れ

AgI

CH3I

銀ゼオライト
Ag

銀ゼオライト
Ag

AgI

銀ゼオライト
AgAgI

CH3I

CH3I

よう素フィルタ
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18よう素の抑制対策の効果

 よう素を除去する様々な対策を組み合わせて、放出量を低減します

※フィルタ装置通過後の
気体状よう素（有機よう素）
を98%以上除去

気体状
よう素

（無機よう素）

粒子状
よう素

サプレッション
プールで除去

95%以上 粒子状
よう素

気体状よう素（有機よう素）
気体状よう素（無機よう素）

格納容器内で
急速に除去

格納容器内
放出

格納容器内
除去後

有機よう素
生成後

有機よう素
0.15%以下

フィルタ装置への
流入

フィルタ装置
で除去

よう素フィルタで除去※

環境中への
放出量

水スクラバ
金属フィルタ

通過後

無機よう素から
有機よう素生成

5%以下
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19地下式フィルタベントの設計進捗

 地上式フィルタベントと同等性能です

 地盤の掘削準備作業を実施しており、フィルタ装置に接続する配管や弁の詳細

設計も進めています

※フィルタ装置に接続する配管が
長く，配管から凝縮水を多く受け
られるように，高さを1m増加

系統概略図 フィルタ装置概略図

4m

9.5m※

ベントガス
入口

ベントガス出口
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◯ 配備目的

・何らかの要因により原子炉または使用済燃料プール内の燃料が損傷し、
また原子炉建屋から放射性物質が拡散するおそれがある場合、大容量
放水設備により原子炉建屋上部および使用済燃料プール上部への放水
を行うことで放射性物質の拡散
を抑制します。

・また、航空機衝突による航空機
燃料火災が発生した場合には、
泡を放射して消火を行うことが
できます。

～万一の場合に建屋外へ放出される放射性物質の拡散を抑制します～

大容量放水設備の配備目的・台数・配備時期

◯ 台数・配備時期

・配備台数は５台で2015年7月
下旬より順次、配備中です。

※写真提供：
日本機械工業
株式会社

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28

大容量放水設備

（放水砲）
高所放水車

コンクリート

ポンプ車
消防車

放水流量[m3/h] 450～1200 約228 約228 約162 約150 約120～168 約 84～120

放水距離（水平） 100m 70m 60m － － － －
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～万一の場合に建屋外へ放出される放射性物質の拡散を抑制します～

大容量放水設備の配備

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28

50
m

原子炉
建屋

海
水

ホース
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柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の実施状況

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28

項目 1号機 2号機 3号機 4号機 5号機 6号機 7号機

Ⅰ．防潮堤（堤防）の設置

Ⅱ．建屋等への浸水防止

 （1）防潮壁の設置（防潮板含む）

 （2）原子炉建屋等の水密扉化

 （3）熱交換器建屋の浸水防止対策

 （4）開閉所防潮壁の設置※4

 （5）浸水防止対策の信頼性向上（内部溢水対策等）

Ⅲ．除熱・冷却機能の更なる強化等

 （1）水源の設置

 （2）貯留堰の設置

 （3）空冷式ガスタービン発電機車等の追加配備

 （4）－1 緊急用の高圧配電盤の設置

 （4）－2 原子炉建屋への常設ケーブルの布設

 （5）代替水中ポンプおよび代替海水熱交換器設備の配備

 （6）高圧代替注水系の設置※4

 （7）フィルタベント設備（地上式）の設置

 （8）原子炉建屋トップベント設備の設置

 （11）環境モニタリング設備等の増強
 　　　・モニタリングカーの増設

 （12）高台への緊急時用資機材倉庫の設置※4

 （13）大湊側純水タンクの耐震強化

 （14）コンクリートポンプ車等の配備

 （15）アクセス道路の多重化・道路の補強

 （16）免震重要棟の環境改善

 （17）送電鉄塔基礎の補強※4・開閉所設備等の耐震強化工事※4

 （18）津波監視カメラの設置

※3　よう素フィルタ等の周辺工事は継続実施 　　　　　　※4　当社において自主的な取り組みとして実施している対策
今後も、より一層の信頼性向上のための安全対策を実施してまいります。

工事中 工事中

完了

完了

工事中 完了

－ 完了

完了

完了

完了

完了 完了

 （10）格納容器頂部水張り設備の設置 完了 検討中 検討中 検討中 完了 完了 完了

 （9）原子炉建屋水素処理設備の設置 完了 検討中 検討中 検討中 完了

性能試験終了※3

完了 完了 完了 完了 完了 完了 完了

工事中 検討中 検討中 検討中 工事中 性能試験終了※3

完了

工事中 検討中 検討中 検討中 工事中 工事中 工事中

完了 完了 完了 完了 完了 完了

完了

完了

完了 完了 完了 完了 完了 完了 完了

完了

完了 検討中 検討中 検討中 完了 完了 完了

検討中 工事中

完了

工事中 検討中 工事中 検討中 工事中 工事中 工事中

完了 完了

完了

完了 完了 完了 完了 完了 －

完了

完了 海抜15ｍ以下に開口部なし

検討中 完了 完了

2015年8月26日現在

完了 完了

完了
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３．環境放射線に係わる事象

周辺環境へ影響を及ぼす事象はありませんでした。

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28
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私たちは，福島事故を決して忘れることなく，
昨日よりも今日，今日よりも明日の安全レベル
を高め，地域の皆さまから信頼され安心してい
ただける発電所を目指してまいります。

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28
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2015年6月29日より7月13日の間、IAEA（国際原子力機関）チームが当社柏崎刈羽
原子力発電所に滞在し、６,７号機を対象に運転安全にかかわる活動のレビューを実施し
ていただきました。

◎良好事例について
シビアアクシデントに対する防護策が強固であった。溢水対策、防潮堤の建設、建屋
内の止水策等に加え、電源、ポンプ、熱交換器等の追加設置もなされている。これら
は万が一の場合の備えとして、非常に有効なものである。

◎改善事項（推奨）について
事故対応のための追加設備についても、緊急時の手順書に反映されていなければなら
ない。反映作業は既に始められているものもあるが、まだ全て終わっているわけでは
なく、反映を進めるよう伝えている。

今回ご指摘いただいた内容については真摯に受け止め、安全強化対策や発電所業務に
適切に反映していくことにより、さらなる安全性の向上に努めてまいります。

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28

～国際的な知見・経験からの評価により安全対策のさらなる改善を図ってまいります～

【参考】ＩＡＥＡによる運転安全評価レビューの実施（１/2）

レビュー後にいただいたテクニカルレポートにおいては、６つの推奨と９つの提案、並
びに９つの良好事例をいただいております。
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＜空冷式ガスタービン発電機車の現場確認＞

＜クロージング会合①＞

＜モニタリングポスト周辺での現場確認＞

＜クロージング会合②＞

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.8.28

～国際的な知見・経験からの評価により安全対策のさらなる改善を図ってまいります～

【参考】ＩＡＥＡによる運転安全評価レビューの実施（2/2）


